
特集

逝く人の支援を考える
在宅ターミナル

　わが国では，2025年に４人に１人が高齢者になると予想

される。超高齢化社会では多くの高齢者が在宅介護を受

けることになり，地域で死に逝く人々への支援が保健

師にとって重要な課題となる時代が，すぐそこに来

ている。とくに，地域で緩和ケアが受けられ，末

期のQOLを向上させるような地域ケアシステム

を他組織と連携し構築することが，保健師には求められる。

　今特集では地域ケアが求められる背景を知るとともに，他組織と連携しながら

在宅緩和ケアのネットワークを構築した事例や，遺族への悲嘆ケア，難病患者へ

の在宅療養支援方法などを紹介する。ターミナル期の支援に，保健師は何ができ

るのだろうか。
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